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火災概況                      

１  火災発生状況  

 令和 7 年上半期の火災発生件数は 13 件で、過去 10 年間で最も少なかった令和２年と比

較して、6 件減少しています。火災種別では、その他の火災（火入れ・たき火の拡大による

火災等）が 7 件と最も多く、次いで建物火災が 5 件、車両火災が１件発生しました。住宅火

災は 4 件発生し、過去 10 年間で最も少ない件数となりました。 

  月別件数では、１月は０件でしたが、4 月と５月に各 4 件発生しています。  

上半期火災発生状況 

 

 

※（ ）は全火災件数に対する構成比 
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（％）
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（件）
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5 38.5 △ 14

7 53.8 △ 4

1 3.1 1 7.7車両火災

その他の火災

4 (30.8) △ 11

1 3.1 △ 1
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２  出火原因  

 令和７年上半期の主な出火原因を見ると、「たき火・火入れ」が最も多く、5 件発生し

ています。このほか「放火（疑い含む）」「ストーブ」「こんろ」「電気関係」が各１件

発生しています。 
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３  火災による死傷者  

 令和 7 年上半期の火災による死者は０人、負傷者は３人でした。いずれの負傷者も住宅

火災で発生しています。 

 

４  損害額の推移  

 令和 7 年上半期の損害額は約 0.2 億円、火災１件あたりでは約 1.4 百万円であり、前年

と比較し大幅に減少しています。 
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５  住宅用火災警報器  

 令和 7 年 6 月 1 日時点における上越地域消防局管内の住宅用火災警報器の設置率は 94.5

％、条例適合率は 69.5％でした。また、作動確認を実施した世帯のうち、全体の 7.1％に何

らかの不具合が見つかっています。 

住宅用火災警報器設置率（令和 7 年 6 月 1 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

作動点検を実施した世帯の一部には、「電池切れ」や「故障」といった不作動が現れて

います。住宅用火災警報器の交換目安は 10 年といわれており、完全義務化された平成 23

年頃に取り付けた機器は、不具合がある可能性が高いことから定期的な作動点検を呼びか

けています。 

※設 置 率：火災予防条例で設置が義務付けられている住宅の部分（すべての寝室と、寝室が 2 階にある場合 

は階段の上部）のうち、1 か所以上設置されている世帯の全調査世帯に占める割合 

※不作動率：作動確認をした世帯のうち、点検時に電池切れや故障等の不具合があった世帯の割合 

※条例適合率：火災予防条例で設置が義務付けられている住宅の部分（すべての寝室と、寝室が 2 階にある場合 

       は階段の上部）のすべてに設置されている世帯の全調査世帯に占める割合 

電池切れや 

（％） 

69.5 5.3

7.1 0.1

設置率※

条例適合率※

不作動率※

令和６年

64.2

7.0

令和７年 増減

93.9 94.5 0.6
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救急概況                      

１  救急出場状況  

 令和 7 年上半期の救急出場件数は 5,652 件で、1 日平均約 31 件、約 46 分に 1 件の割合

で救急車が出場したことになります。 

 前年と比べ、出場件数は 239 件、搬送人員は 216 人増加しています。 

上半期救急出場件数 

      

 

 

 

 

 

令和6年 令和7年 増減

出場件数（件） 5,413 5,652 239

搬送人員（人） 5,126 5,342 216
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救急出場件数を事故種別で見ると、最も多いのが「急病」で 3,646 件、全体の 64.5％を

占めています。次に「一般負傷」が 897 件で 16.0％、「転院搬送」が 689 件で 12.2％、

「交通事故」が 205 件で 3.6％となっています。 

 上半期事故種別救急出場件数 

      

 上半期月別救急出場件数  

 

 

 

 

 

 

合 計 5,652 100.0

そ の 他 28 0.5

転 院 搬 送 689 12.2

水 難 事 故 6 0.1

自 然 災 害 1 0.0

火 災 9 0.2

運 動 競 技 41 0.7

自 損 行 為 53 0.9

加 害 7 0.1

交 通 事 故 205 3.6

労 働 災 害 70 1.2

急 病 3,646 64.5

一 般 負 傷 897 16.0

事故種別 出場件数（件） 構成比（％）

1月 1,028 1,109 81

2月 850 930 80

令和6年 令和7年 増減

5月 882 906 24

6月 858 855 △ 3

3月 887 992 105

4月 908 860 △ 48

（件） 
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２  救急搬送人員  

 令和 7 年上半期の救急搬送人員は 5,342 人で、そのうち上越市が 85.1％、妙高市が 14.9

％でした。 

 また、全搬送人員のうち高齢者が占める割合は、71.4％となっています。 

上半期地域別救急搬送人員 

 

令和 7 年上半期の全搬送人員に占める傷病程度の割合は軽症が 47％、中等症が 41％で

した。 

上半期傷病程度別救急搬送人員 

 

 

※ ： 生後28日未満
※ ： 生後28日以上～7歳未満
※ ： 7歳以上～18歳未満
※ ： 18歳以上～65歳未満
※ ： 65歳以上

乳 幼 児

少 年

成 人

高 齢 者

100.0125 156 1,237 3,812 71.4 5,342合        計 12

新 生 児

他 市 町 村

66.6 796 14.90妙 高 市 11 32 223 530

1 100.0 1 0.02

85.08114 124 1,014 3,281 72.2 4,545上 越 市 12

成人

（人）

高齢者（人） 計

（人）

構成比

（％）高齢者割合

（％）

新生児

（人）

乳幼児

（人）

少年

（人）

※ ： 入院を要しないもの

※ ： 21日未満の入院を要するもの

※ ： 21日以上の入院を要するもの

※ ： 初診時死亡が確認されたもの

2.6

100.0

2,512

2,212

479

139

5,342

構成比

（％）

47.0

41.4

9.0

軽 症

中 等 症

重 症

死 亡

合     計 4,331 4,427 4,762 5,126

死　  亡 111 134 109 136

重  　症 468 470 469 476

中 等 症 1,930 1,908 1,975 2,116

軽　  症 1,822 1,915 2,209 2,398

令和３年(人) 令和４年(人) 令和５年(人) 令和６年(人)

令和７年(人)
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救助概況  

１  救助出場状況  

 令和 7 年上半期の救助出場件数は 39 件で、昨年より 3 件減少しています。出場件数の

うち、活動件数は 30 件で、昨年より 4 件増加しています。 

 

上半期救助出場・活動状況 

 

 

 

 

 

そ の 他 事 故 7 14 7 6 12 6

爆 発 事 故

△ 1

ガス酸欠事故

建 物 等 事 故 8 6 △ 2 7 6

△ 1

機 械 事 故 2 2 1 1

自 然 災 害 1 1 1

事故種別
出場件数 活動件数

令和６年 令和７年 増減 令和６年 令和７年 増減

4

火 災 1 △ 1 1 △ 1

合　　　　計 42 39 △ 3 26 30

△ 1

水 難 事 故 5 4 △ 1 1 3 2

交 通 事 故 18 12 △ 6 9 8

（件） 
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上半期地域別救助出場件数 

 

２  救助人員  

 令和 7 年上半期の救助人員は 24 人で、昨年より 2 人減少しています。 

上半期地域別救助人員 
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令和6年 1 18 5 1 2 8 7 42

△ 1

42 △ 34 1 2 6

他 市 町 村

△ 44 8妙 高 市 2 1 1
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